
　

署
名
は
市
内
で
開
か
れ
た

イ
ベ
ン
ト
等
で
集
め
ら
れ
た
。

森
会
長
は
机
に
積
み
重
ね
ら

れ
た
署
名
簿
を
見
て「
い
や
、

す
ご
い
ね
」と
驚
い
た
表
情
。

野
田
市
長
は
「
花
園
で
の
開

催
を
期
待
し
て
ま
す
」
と
フ

ァ
ン
の
熱
い
思
い
を
代
弁
し

た
。

　

森
会
長
は
、
同
ラ
グ
ビ
ー

場
の
観
客
席
が
３
万
に
満
た

な
い
点
を
課
題
に
挙
げ
た
が

「
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
花
園
は
、
野

球
で
い
う
甲
子
園
。
い
い
解

決
方
法
が
な
い
か
、
み
ん
な

で
考
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

■
製
造
業
全
体
の
景
況
は
小

幅
な
が
ら
改
善
。た
だ
し「
仕

入
単
価
」
の
大
幅
上
昇
な
ど

不
安
要
素
が
見
ら
れ
る
。

　

市
内
製
造
業
で
は
、
景
況

Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
前
回

調
査
よ
り
１
ポ
イ
ン
ト
増
の

（＋）
２
、
生
産
・
売
上
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
４
ポ
イ
ン

ト
増
の

（＋）
５
、
受
注
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
も

４
ポ
イ
ン
ト
増
の

（＋）
２
で
、

小
幅
で
あ
る
が
改
善
し
て
お

り
、
収
益
状
況
Ｄ
Ｉ
（
前
年

同
期
比
）
は
増
減
な
し
の

（−） 

14
と
３
期
連
続
の
横
ば
い
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
仕

入
単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

が
19
ポ
イ
ン
ト
増
の

（＋） 

46

と
大
幅
に
上
昇
す
る
中
、
販

売
単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

に
つ
い
て
は
、
３
ポ
イ
ン

ト
増
の

（−） 

14
に
留
ま
っ
て

お
り
、
今
後
、
収
益
悪
化
を

招
く
不
安
要
素
が
見
ら
れ
る
。

経
営
上
の
問
題
点
を
見
る
と

「
売
上
、
受
注
の
停
滞
減
少
」

に
つ
い
て
は
、
60
％
と
引
き

続
き
高
い
水
準
に
あ
る
も
の

の
、
前
回
調
査
よ
り
８
ポ
イ

ン
ト
改
善
し
て
い
る
。
ま
た

「
競
争
の
激
化
」が
前
回
調
査

よ
り
８
ポ
イ
ン
ト
減
の
20
％

と
な
っ
て
い
る
。一
方
で「
原

材
料（
仕
入
商
品
）高
」が
11

ポ
イ
ン
ト
増
加
の
33
％
、「
仕

入
先
か
ら
の
値
上
げ
要
請
」

が
２
期
連
続
４
ポ
イ
ン
ト

増
加
の
18
％
と
な
っ
て
お
り
、

こ
こ
で
も
素
材
価
格
の
上
昇

傾
向
が
読
み
取
れ
る
。

■
非
製
造
業
の
景
況
は
小
幅

改
善
も
依
然
と
し
て
水
準
が

低
く
、厳
し
い
状
況
。見
通
し

に
つ
い
て
も
厳
し
い
見
方
が

強
い
。

　

非
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

が
高
ま
る
と
と
も
に
、
過
剰

感
が
解
消
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
「
今
期

に
投
資
実
績
が
あ
る
」
と
し

た
企
業
は
１
ポ
イ
ン
ト
増
の

20
％
、
ま
た
「
来
期
に
計
画

が
あ
る
」
と
し
た
企
業
も
５

ポ
イ
ン
ト
増
の
20
％
と
小
幅

な
改
善
で
あ
り
、
設
備
投
資

に
向
け
た
本
格
的
な
盛
り
上

が
り
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

慎
重
な
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

■
製
造
業
の
来
期
見
通
し
は

過
去
２
番
目
に
大
き
い
下
げ

幅
と
な
り
、厳
し
い
見
通
し
。

　

市
内
製
造
業
の
来
期
の
見

通
し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に

つ
い
て
は

（−）
４
か
ら
30
ポ
イ

ン
ト
減
の

（−） 

34
と
、
大
幅
に

悪
化
。
こ
れ
は
平
成
13
年
１

月
〜
３
月
期
以
来
の
大
き
な

下
げ
幅
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
来
々
期
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て
も

（−） 

13
か
ら
23
ポ
イ
ン
ト
減

の
（−） 

36
と
大
幅
に
悪
化
し

て
い
る
。
今
後
の
景
況
に
影

響
を
与
え
る
要
因
を
見
る
と
、

「
内
需
の
動
向
」が
前
回
調
査

に
比
べ
２
ポ
イ
ン
ト
増
の
56

％
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準

に
あ
り
、
続
い
て
「
原
油
価

格
」
が
26
ポ
イ
ン
ト
増
の
48

％
と
な
っ
て
お
り
、
原
油
価

格
の
上
昇
に
よ
る
原
材
料
高

へ
の
懸
念
や
東
日
本
大
震
災

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

■
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
原
油
価
格
の
動
向
や
東

日
本
大
震
災
の
影
響
を
注
視
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
景
況

に
つ
い
て
は
小
幅
な
が
ら
改

善
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ
（
前
年

同
期
比
）
が
大
幅
に
上
昇
し

て
い
る
中
、
販
売
単
価
に
は

価
格
転
嫁
で
き
て
い
な
い
状

況
が
窺
え
る
な
ど
、
今
後
の

景
況
を
左
右
す
る
不
安
要
素

が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
、
来

期
の
見
通
し
Ｄ
Ｉ
（
前
年
同

期
比
）、
来
々
期
の
見
通
し

Ｄ
Ｉ
（
前
年
同
期
比
）
に
つ

い
て
、
非
常
に
厳
し
い
見
通

し
と
な
っ
て
お
り
、
景
況
に

影
響
を
与
え
る
要
因
と
し
て
、

原
油
価
格
の
動
向
や
東
日
本

大
震
災
の
影
響
が
ど
の
よ
う

な
広
が
り
を
見
せ
る
の
か
注

視
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

平
成
23
年
１
月
〜
３
月
期

市
内
中
小
企
業
動
向
調
査
報
告

東大阪市

景
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は

前
回
調
査
に
比
べ
る
と
３
ポ

イ
ン
ト
増
の

（−） 

25
で
、
９
ヶ

月（
３
期
）ぶ
り
に
改
善
に
転

じ
た
前
回
調
査
に
続
き
、
小

幅
な
が
ら
２
期
連
続
で
の
改

善
と
な
っ
た
。
ま
た
生
産
・

売
上
額
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

は
２
ポ
イ
ン
ト
増
の

（−） 
22
、

収
益
状
況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期

比
）に
つ
い
て
も
１
ポ
イ
ン

ト
増
の

（−） 

34
と
、
２
期
連
続

で
小
幅
の
改
善
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
低

い
水
準
に
あ
り
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。

　

非
製
造
業
の
来
期
見
通

し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
17

ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

43
と
大

幅
に
悪
化
し
て
お
り
、
１
年

３
ヶ
月（
５
期
）ぶ
り
の
低
い

水
準
と
な
っ
た
。
影
響
を
与

え
る
要
因
を
見
る
と
、「
内

需
の
動
向
」が
48
％
、「
個
人

消
費
の
動
向
」が
47
％
と
高

い
数
値
を
示
し
て
い
る
一
方
、

「
原
油
価
格
」が
20
ポ
イ
ン
ト

増
の
38
％
、ま
た
「
そ
の
他
」

と
し
て
「
東
日
本
大
震
災
の

影
響
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

■
製
造
業
の
設
備
に
つ
い
て

不
足
感
が
徐
々
に
高
ま
り
つ

つ
あ
る
も
の
の
、
投
資
の
実

績
・
計
画
に
は
大
き
な
動
き

は
見
ら
れ
ず
。

　

製
造
業
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
「
不
足
設
備
が
あ
り
」

と
回
答
し
た
企
業
は
、
前
回

調
査
よ
り
３
ポ
イ
ン
ト
増
の

43
％
と
14
期
ぶ
り
の
高
い
水

準
と
な
っ
て
い
る
。一
方「
過

剰
設
備
あ
り
」
と
回
答
し
た

企
業
は
、
前
回
調
査
よ
り
１

ポ
イ
ン
ト
減
の
25
％
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
21
年
１
〜
３

月
期
以
降
、
徐
々
に
で
は
あ

る
も
の
の
、
設
備
の
不
足
感

　

６
月
１
日
付
１
面
の
東

大
阪
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

の
記
事
で
、
入
場
料
３
０

０
円
と
あ
る
の
は
、
５
０

０
円
の
誤
り
に
つ
き
訂
正

し
ま
す
。

訂
正

　

東
大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

（
古
瀬
昭
男
会
長
）
は
５
月

28
日
、
東
大
阪
市
立
市
民
会

館
で
平
成
22
・
23
年
度
理
事

総
会
を
開
催
。
23
年
度
会
長

に
柏
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
中

田
純
弘
氏
を
選
出
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
を
支
援
す
る
事
業

を
新
た
に
開
始
。
近
畿
大
会

以
上
の
規
模
の
大
会
・
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
す
る
子
ど
も

達
に
、
交
通
費
補
助
と
し
て

１
人
３
０
０
０
円
（
一
団
体

に
つ
き
上
限
３
万
円
）
を
補

助
す
る
。

　

協
議
会
の
23
年
度
役
員
は

下
記
表
の
と
お
り
。

　

２
０
１
９
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）で
、
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
へ
の
試
合
誘

致
を
目
指
し
て
い
る
同
市
の
野
田
義
和
市
長
は
こ
の
ほ
ど
、

市
役
所
を
訪
れ
た
Ｗ
杯
組
織
委
員
会
副
会
長
で
、
日
本
ラ

グ
ビ
ー
協
会
の
森
喜
朗
会
長（
元
首
相
）を
招
き
、「
聖
地
・

花
園
」
で
の
開
催
を
望
む
約
４
万
５
０
０
０
人
分
の
署
名

を
提
出
し
た
。（
写
真
）

新
会
長
に 

中
田
純
弘
氏

東
大
阪
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

森 ラグビー協会会長（元首相）に

Ｗ杯誘致署名45000人分
東大阪市

平成23年度 東大阪市ＰＴＡ協議会役員名簿
所属PTA

柏田中

上四条小

玉川小

菱屋西小

池島小

玉美小

八戸の里小

大蓮小

縄手北中

弥栄小

上小阪小

高井田中

俊徳中

盾津東中

石切小

太平寺中

枚岡西小

小阪中

意岐部小

英田中

氏　名

中田　純弘

渡邊京一郎

田山　正行

阪本　繁和

松波　　文

福本めぐみ

谷木　尚子

谷山　香代

谷内　雅昭

木村　宏治

西井　仁志

野﨑　仙一

加茂　康平

春島みどり

古川　義彦

金原　寛周

大家　正次

大西　重一

寺尾　果佳

田中　伸明

役　職

会　長

副会長

副会長

副会長

  副会長（母親代表）

  副会長（母親代表）

書　記

書　記

会　計

会　計

学習委員会委員長

学習委員会副委員長

健全育成委員会委員長

健全育成委員会副委員長

学校園委員会委員長

学校園委員会副委員長

広報委員会委員長

広報委員会副委員長

スポーツ文化委員会委員長

スポーツ文化委員会副委員長

常
置
委
員
会

　

東
大
阪
市
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
被
災
地
に
東
大
阪
市

民
の
パ
ワ
ー
を
届
け
た
い
と
、

車
中
２
泊
を
含
む
５
月
16
日

〜
20
日
の
日
程
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
バ
ス
を
実
施
し
た
。
市

内
在
住
、在
勤
、在
学
を
対
象

と
し
た
35
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、宿
泊
代
、期
間
中
の
食

事
な
ど
を
負
担
し
宮
城
県
石

巻
市
で
復
興
支
援
活
動
を
行

っ
た
。（
写
真
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
派
遣
さ

れ
た
の
は
、
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
石
巻
港
か
ら
約
３

㎞
離
れ
た
市
の
中
心
部
。
こ

の
地
域
は
、
地
震
か
ら
１
時

間
後
に
約
３
ｍ
の
津
波
が
押

し
寄
せ
家
屋
の
１
階
部
分
に

瓦
礫
や
泥
が
流
れ
込
み
甚
大

な
被
害
が
出
て
未
だ
電
気
も

復
旧
し
て
い
な
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
は

東
大
阪
市
か
ら
約
13
時
間
か

け
石
巻
市
に
到
着
し
て
す
ぐ

に
、
現
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
ら
被
害
・
復
旧
状
況
や
作

業
内
容
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。
そ
の
後
、
自
ら
用
意
し

た
作
業
着
や
長
靴
に
着
替
え
、

震
災
か
ら
約
２
か
月
経
っ
た

今
も
手
付
か
ず
の
家
屋
や
店

舗
の
泥
出
し
作
業
に
取
り
か

か
っ
た
。
８
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
１

日
中
ヘ
ド
ロ
と
な
っ
た
泥
の

か
き
出
し
や
、
水
を
含
ん
で

重
た
く
な
っ
た
畳
な
ど
の
家

財
を
運
び
だ
し
、
泥
で
埋

ま
っ
た
側
溝
を
掘
り
起
こ
し

な
ど
、
３
日
間
で
約
10
軒
の

家
屋
の
清
掃
を
行
っ
た
。

　

10
代
か
ら
60
代
ま
で
が
参

加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

者
は
、
年
齢
や
職
業
、
性
別

も
違
う
が
作
業
を
行
う
ご
と

に
声
を
掛
け
合
っ
た
り
、
作

業
を
分
担
し
た
り
と
〝
少
し

で
も
力
に
な
り
た
い
〟
と
い

う
思
い
か
ら
次
第
に
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
増
し
て
い
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
は

「
い
い
仲
間
と
復
興
支
援
が

で
き
本
当
に
い
い
経
験
が
で

き
た
」「
機
会
が
あ
っ
た
ら

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
話
し
、

参
加
者
同
士
連
絡
先
な
ど
を

交
換
し
て
い
た
。

　

施
設
職
員
の
山
下
浩
史
さ

ん
は
「
高
校
ま
で
神
戸
市
に

住
ん
で
い
て
、
15
歳
で
阪
神

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
ま
し

た
。
そ
の
と
き
に
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
に
支

え
て
も
ら
っ
た
。
今
度
は
自

分
が
被
災
地
の
方
の
助
け
に

な
れ
ば
と
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
た
。
被
害
の
大

き
さ
が
予
想
以
上
だ
っ
た
が
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
精
一

杯
や
っ
た
。
た
だ
、
ま
だ
ま

だ
や
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
と
実
感
し
た
」
と
話
し
て

い
た
。

　

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ

ス
に
同
行
し
た
社
会
福
祉
協

議
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
所
長
の
坂
東

建
哉
さ
ん
は
、
参
加
者
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
「
今
後
も

復
興
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

石
巻
市
で
復
興
支
援
東 大 阪 市
福祉協議会

　

東
大
阪
市
は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
・
宮
城
県
石

巻
市
立
大
谷
地
小
学
校
に
児

童
書
等
約
５
０
０
０
冊
を
送

る
こ
と
を
決
め
、
市
職
員
が

被
災
地
へ
搬
送
し
た
。
ま
た
、

搬
送
し
た
職
員
に
は
、
被
災

地
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
た

野
田
義
和
市
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
託
さ
れ
た
。（
写
真
）

　

今
回
の
支
援
は
、
昨
年
８

月
に
静
岡
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
規
模
の
研
修
会
に
参
加

し
た
東
大
阪
市
教
育
セ
ン
タ

ー
の
塩
尻
文
男
所
長
が
、
た

ま
た
ま
帰
り
の
タ
ク
シ
ー
の

相
乗
り
を
依
頼
し
た
宮
城
県

石
巻
市
立
大
谷
地
小
学
校
校

長
の
杉
山
昭
夫
さ
ん
と
名
刺

を
交
換
し
た
の
が
き
っ
か
け
。

　

被
災
か
ら
２
か
月
余
り
た

っ
た
先
月
17
日
に
突
然
、
塩

尻
所
長
の
も
と
に
杉
山
校
長

か
ら
電
話
が
入
り
、
津
波
で

受
け
た
窮
状
を
や
り
と
り
す

る
中
で
、
図
書
関
係
の
備
品

が
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
読
み
聞
か
せ
を
し
て

あ
げ
た
い
の
に
で
き
な
い
と

い
っ
た
話
を
聞
い
た
こ
と
か

ら
、
塩
尻
所
長
は
読
み
聞
か

せ
用
の
絵
本
15
冊
を
す
ぐ
に

購
入
し
、
発
送
し
た
。

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
は
こ

れ
ぐ
ら
い
と
思
い
、
教
育
委

員
会
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

ち
ょ
う
ど
市
立
図
書
館
の
図

書
の
整
理
点
検
時
期
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
通
常
点
検
に

よ
り
出
た
リ
サ
イ
ク
ル
図
書

は
希
望
し
た
市
立
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
に
配
ら
れ
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
か

ら
送
っ
て
あ
げ
た
ら
と
い
う

提
案
が
あ
り
、
被
災
地
の
同

小
学
校
に
送
付
す
る
こ
と
を

市
教
委
が
決
定
し
た
。
送
っ

た
の
は
絵
本
約
１
０
０
０
冊
、

児
童
書
約
２
０
０
０
冊
、
知

識
絵
本
約
１
０
０
０
冊
、
一

般
書
約
１
０
０
０
冊
の
約
５

０
０
０
冊
。

　

そ
の
ほ
か
、
有
志
で
募
っ

た
カ
ン
パ
に
よ
っ
て
、
読
み

聞
か
せ
用
の
大
型
絵
本
５
冊

を
購
入
し
て
一
緒
に
送
っ
た
。

石
巻
の
小
学
校
に

児
童
図
書
を
5000
冊
送
る
東大阪市
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と
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独
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独
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北
梅
田
で
生
活
し
て
い
る
。
八
尾
は
未
知
の
国
で
あ
っ
た

こ
と
を
認
識
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
久
宝
寺
駅
な
り
近
鉄
久
宝
寺
口
駅
で
下
車
す
れ
ば

「
久
宝
寺
」と
い
う
寺
院
に
行
け
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
。
１

回
目
は
夕
刻
に
降
り
た
の
で
見
当
た
ら
な
い
。
帰
宅
し
て
調

べ
た
ら
誤
解
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
河
内
の
歴
史
の
深
い

こ
と
を
知
っ
た
。
私
の
い
る
生
活
圏
は
江
戸
時
代
の
歴
史
で

あ
る
。八
尾
に
久
宝
寺
が
あ
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
よ
り
４
、５
百
年
も
前
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た
め
て

敬
虔
な
気
持
ち
で
久
宝
寺
の
寺
内
町
を
散
策
す
る
。し
か
し
、

古
い
家
屋
も
残
っ
て
は
い
る
が
何
と
な
く
物
足
り
な
い
。

　

そ
こ
で
、
八
尾
市
ま
ち
な
み
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
て
説
明
を

聞
き
資
料
を
頂
き
理
解
し
た
。

　

寺
内
町
と
は
古
い
町
の
構
造
を
保
持
し
て
い
る
遺
産
で
あ

る
と
知
る
。
寺
院
を
中
心
と
し
て
、
町
の
周
囲
を
堀
や
土
塁

を
巡
ら
し
て
戦
乱
を
避
け
た
自
治
都
市
で
あ
っ
た
と
い
う
。

堺
と
同
様
の
自
治
都
市
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
方
自

治
が
希
薄
と
な
り
、
徳
川
幕
府
、
明
治
政
府
と
東
京
中
心
の

政
治
・
経
済
・
文
化
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
地
方
は
疲
労
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
東
北
の
大
災
害
で
あ
る
。
原
子

力
と
い
う
神
の
力
を
東
京
が
支
配
し
な
が
ら
制
御
で
き
な
か

っ
た
の
が
原
因
と
思
え
て
仕
方
な
い
。
今
、
こ
の
時
期
に
寺

内
と
い
う
独
自
文
化
の
遺
産
を
見
出
し
た
の
は
収
穫
で
あ
っ

た
。

仲睦まじい長竹浩さん（左）と奥さんの享子さん

例
え
ば
、
よ
そ
で
お
菓
子
な

ど
を
も
ら
っ
て
き
た
ら
、
ま

ず
お
供
え
を
し
て
手
を
合
わ

せ
る
。
そ
こ
に
感
謝
の
心
が

生
ま
れ
る
の
だ
。

　

こ
ん
な
話
が
あ
る
。
あ
る

作
家
が
少
年
院
を
訪
れ
た
際
、

少
年
た
ち
に
「
家
に
仏
壇
は

あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
質

問
を
し
た
。
答
え
は
ほ
と
ん

ど
ノ
ー
。
そ
こ
で
、
そ
の
作

家
は
仏
壇
が
情
操
教
育
に
大

い
に
役
立
つ
こ
と
を
見
い
出

し
た
。
仏
壇
が
あ
る
と
、
祖

父
母
、
父
母
、
子
ど
も
た
ち

と
い
っ
た
家
族
の
縦
の
絆
が

固
く
な
る
。
そ
う
い
う
家
族

の
中
で
育
つ
と
、
犯
罪
を
犯

す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
「
な
が
た
け
」で
は
、
仏
壇

に
関
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も

親
切
に
相
談
に
乗
っ
て
く
れ

る
。
営
業
は
10
〜
18
時
、
水

曜
日
が
定
休
日
。
電
話（
０

７
２
）９
９
２

−

５
３
８
２
。

　

八
尾
で
長
年
仏
壇
の
製
造

・
卸
し
・
販
売
を
し
て
い
る

第
一
木
材
工
芸
株
式
会
社
は

本
物
の
仏
壇
作
り
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。
現
在
代
表
取
締

役
を
務
め
る
長
竹
浩
さ
ん

（
44
）で
４
代
目
の
老
舗
。
初

代
が
家
族
を
連
れ
て
金
沢
か

ら
大
阪
に
出
て
、
天
下
茶
屋

で
蓄
音
機
の
箱
作
り
を
始
め

た
。
商
売
が
軌
道
に
乗
り
、

昭
和
11
年
布
施
へ
引
っ
越
し
、

工
場
を
建
て
た
。
蓄
音
機
の

人
気
が
衰
退
す
る
の
を
見
て
、

徐
々
に
仏
壇
作
り
に
移
行
し

て
い
っ
た
。

　

大
阪
で
生
ま
れ
た
唐
木
仏

壇
は
、
昭
和
60
年
に
「
大
阪

唐
木
銘
木
仏
壇
」
と
し
て
大

阪
府
知
事
指
定
伝
統
工
芸
品

と
な
っ
た
。
そ
の
ト
ッ
プ
メ

ー
カ
ー
が
同
社
で
あ
る
。

　

仏
壇
に
は
大
き
く
分
け
て

３
種
類
あ
る
。
唐
木
仏
壇
、

金
仏
壇
、
家
具
調
仏
壇
。
全

国
的
に
広
ま
っ
て
い
る
の
は

金
仏
壇
。
家
具
調
仏
壇
は
最

近
の
建
築
様
式
に
合
わ
せ
て
、

少
し
ず
つ
需
要
が
増
え
つ
つ

あ
る
。
第
一
木
材
工
芸
株
式

会
社
は
近
鉄
久
宝
寺
口
駅
前

に
展
示
場「
な
が
た
け
」を
持

っ
て
お
り
、
販
売
は
３
つ
と

も
扱
う
が
、
作
る
の
は
唐
木

仏
壇
に
絞
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
最
近
、
仏
壇
作
り
は

中
国
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
海
外

に
移
っ
て
い
る
。
そ
れ
も

７
、８
割
と
い
う
か
ら
驚
き

だ
。
ど
の
業
界
で
も
同
じ
く
、

安
さ
を
求
め
て
の
結
果
。
し

か
し
な
が
ら
、
長
竹
さ
ん
は

物
作
り
の
大
切
さ
を
訴
え
、

あ
く
ま
で
も
国
内
で
の
手
作

り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
仏
壇
を
単
な
る
工
業

製
品
で
は
な
く
、
伝
統
工
芸

品
と
し
て
考
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

仏
壇
が
家
に
あ
る
か
な
い

か
で
は
、
子
ど
も
の
精
神
発

達
に
大
き
く
違
い
が
で
る
。

仏
壇
が
あ
る
と
、
折
に
触
れ

て
そ
の
前
で
手
を
合
わ
せ
る
。

仏
壇
は
子
ど
も
の

情
操
教
育
に
役
立
つ

第
一
木
材
工
芸
株
式
会
社

代
表
取
締
役 
長
竹　
浩 

さ
ん

　

津
堂
城
山
古
墳
を
後
に

「
前
田
の
乳
ボ
ー
ロ
・
河
内

あ
ら
れ
」「
東
大
阪
青
果
」の

看
板
を
眺
め
つ
つ
少
し
歩
く

と
大
和
川
で
あ
る
。
藤
井
寺

市
と
八
尾
市
を
分
け
る
大
正

橋
に
立
つ
と
信
貴
・
生
駒
、

二
上
・
葛
城
・
金
剛
の
み
ど

り
の
山
並
み
を
屏
風
に
見
立

て
て
大
和
と
河
内
・
和
泉
が

薄
霞
の
中
に
一
望
で
き
る
。

河
川
敷
で
は
若
者
た
ち
が
球

技
を
楽
し
ん
で
い
た
。
大
正

橋
を
渡
り
き
り
内
環
状
線
を

左
に
見
て
町
中
に
入
る
。
真

っ
す
ぐ
に
北
に
向
か
う
と
八

尾
空
港
の
滑
走
路
が
見
え
て

き
た
。
こ
の
辺
り
、
家
内
工

業
的
な
作
業
所
が
長
屋
の
よ

う
に
道
の
両
側
に
連
な
り
地

場
産
業
を
支
え
て
い
る
。
ひ

っ
き
り
な
し
に
セ
ス
ナ
や
小

型
飛
行
機
が
発
着
し
、
隙
間

を
ぬ
っ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

舞
い
降
り
る
。
し
ば
ら
く
滑

走
路
の
西
端
に
立
っ
て
見
飽

き
る
こ
と
も
な
く
眺
め
て
い

る
と
、
離
発
着
の
風
と
と
も

に
滑
走
路
脇
の
草
原
が
静
か

な
さ
ざ
波
の
よ
う
に
葉
裏
を

そ
よ
が
せ
て
煌
き
な
が
ら
走

る
風
情
は
立
ち
去
り
難
い
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

　

空
港
の
西
端
の
緑
地
帯
を

北
へ
入
る
と
南
木
の
本
の
寺

町
で
あ
る
。
寺
々
の
一
画
に

浄
土
真
宗
・
光
蓮
寺
が
あ
る
。

聖
徳
太
子
、
蘇
我
馬
子
ら
と

稲
城
を
つ
く
っ
て
戦
っ
た
物

部
守
屋
の
「
稲
城
址
」
の
碑

が
こ
の
寺
の
門
前
に
立
っ
て

い
る
。
稲
城
と
は
防
御
の
た

め
稲
束
を
砦
の
よ
う
に
囲
っ

た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。

　

物
部
氏
と
蘇
我
氏
と
の
勢

力
争
い
、
伝
来
し
た
仏
教
を

巡
り
排
佛
派
物
部
氏
と
崇
佛

派
蘇
我
氏
は
八
尾
一
円
を
古

戦
場
と
し
て
戦
っ
た
歴
史
が

あ
る
。
16
歳
の
聖
徳
太
子
も

蘇
我
氏
一
族
と
し
て
こ
の
戦

い
に
初
陣
で
従
っ
て
い
た
。

大
聖
・
聖
徳
太
子
も
権
力
闘

争
の
中
で
戦
い
に
身
を
置
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

物
部
氏
は
八
尾
近
辺
に
居
を

構
え
、
矢
作
部
、
弓
削
部
な

ど
弓
矢
や
軍
備
を
司
る
職
人

集
団
を
配
下
に
持
ち
勢
力
を

誇
っ
て
い
た
。
矢
作
り
の
生

命
は「
矢
の
尾
」に
あ
り
、
後

世「
矢
尾
」を「
八
尾
」と
呼

ぶ
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
軍

事
集
団
が
矢
を
背
負
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
「
矢
を
負
う
」

か
ら
「
八
尾
」
に
転
化
し
た

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

寺
町
を
北
に
行
く
と
物
部

氏
の
祖
神
を
祀
る
楠
本
神
社

や
日
羅
寺（
黄
檗
宗
）を
過
ぎ

る
。
北
木
の
本
に
入
る
と
了

意
橋
周
辺
に
は
大
和
川
付
け

替
え
後
の
了
意
川
、
平
野
川

周
辺
の
水
利
事
業
や
水
運
に

活
躍
し
た
柏
原
舟
の
運
行
、

新
田
に
な
っ
た
旧
河
川
敷
で

の
河
内
木
綿
の
作
付
け
の
様

子
な
ど
が
レ
リ
ー
フ
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
今
で
も
こ
の

辺
り
の
水
路
脇
の
旧
家
の
土

蔵
に
は
外
壁
に
柏
原
舟
の
舟

板
塀
を
利
用
し
た
も
の
が
残

っ
て
い
る
。

　

龍
華
中
学
校
の
南
の
町
中

の
路
地
の
奥
に
「
史
跡　

弓

代
」
の
碑
だ
け
が
五
坪
ほ
ど

の
空
き
地
に
ぽ
つ
ん
と
立
っ

て
い
る
。
聖
徳
太
子
四
天
王

の
一
人
・
跡
見
赤
檮
が
守
屋

に
射
た
弓
を
記
念
に
埋
め
た

と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
同
中
学
校
の
東
北
の
角

に
は
鏑
矢
塚
の
碑
が
あ
り
、

跡
見
赤
檮
が
守
屋
を
射
抜
い

た
鏑
矢
が
落
ち
た
と
こ
ろ
で

そ
の
矢
を
埋
め
た
と
い
う
。

　

こ
の
ふ
た
つ
の
碑
を
少
し

北
に
足
を
伸
ば
す
と
大
聖
勝

軍
寺
が
あ
る
。
聖
徳
太
子
を

葬
る
叡
福
寺
を
上
ノ
太
子
、

羽
曳
野
の
野
中
寺
を
中
ノ
太

子
、
こ
こ
は
下
の
太
子
と
呼

ば
れ
る
。
太
子
も
参
戦
し
た

蘇
我
氏
と
物
部
氏
の
戦
い

で
は
守
屋
の
大
群
に
包
囲
さ

れ
、
３
度
も
苦
戦
し
た
太
子

は
劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
四

天
王
像
を
刻
ん
で
こ
れ
を
蘇

我
馬
子
、
小
野
妹
子
、
秦
河

勝
、
跡
見
赤
檮
の
４
人
に
見

立
て
て
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
髪
の

中
に
入
れ
必
勝
を
祈
っ
た
。

結
果
、
守
屋
を
倒
す
こ
と
が

で
き
た
。
門
前
に
は
「
守
屋

首
洗
池
」
が
残
っ
て
い
る
。

　

こ
の
寺
の
東
１
０
０
㍍
の

歌人　田中　弘

特別寄稿

八尾、藤井寺ぶらり散歩
御仏の 大き聖も 若き日の
　　  いくさの庭に 真弓ひくらむ

㊦

と
こ
ろ
に
「
物
部
守
屋
大
連

墳
」
と
刻
ま
れ
た
守
屋
の
墓

も
あ
る
。
墓
の
周
り
の
玉
垣

に
は
神
社
本
庁
を
始
め
全
国

の
有
名
な
神
社
が
こ
ぞ
っ
て

寄
進
し
て
い
る
。
勝
者
、
敗

者
と
も
に
近
く
に
祀
ら
れ
、

守
屋
は
神
社
、
太
子
は
寺
院

と
い
う
の
も
面
白
い
。

　

Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
近
く
の
渋
川

神
社
や
安
中
新
田
会
所
跡
へ

寄
り
道
を
し
な
が
ら
、
さ
ら

に
北
へ
近
鉄
八
尾
駅
を
目
指

す
。「
な
る
ほ
ど
の
酒
・
長
龍
」

の
看
板
を
横
目
に
八
尾
本
町

筋
商
店
街
に
入
る
。
目
指

す
は
商
店
街
横
の
「
八
尾
の

地
蔵
さ
ん
」
常
光
寺
。
こ
の

付
近
一
帯
は
大
坂
夏
の
陣
の

激
戦
地
で
あ
っ
た
が
兵
火
を

免
れ
こ
こ
で
藤
堂
高
虎
が
大

坂
方
の
首
実
検
し
た
。
今
も

血
潮
の
天
井
が
残
る
と
い
う
。

境
内
に
は
河
内
音
頭
発
祥
地

の
碑
が
建
ち
、
こ
の
寺
の
地

蔵
盆
で
踊
る
「
流
し
節
正
調

河
内
音
頭
」
が
全
国
の
河
内

音
頭
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
る
。

近
鉄
八
尾
駅
は
も
う
目
の
前

で
あ
る
。

　

今
日
、
こ
の
道
を
歩
い
て

少
し
も
疲
れ
を
感
じ
な
か
っ

た
。
八
尾
の
街
路
の
白
や
朱

色
の
〈
は
な
み
ず
き
〉
の
花

が
満
開
を
む
か
え
、
道
端
の

小
公
園
や
民
家
の
軒
先
に
は

小
手
毬
や
十
二
単
な
ど
の
草

木
の
花
が
爽
や
か
な
五
月
の

風
に
輝
い
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

　

八
尾
市
は
５
月
27
日
、
田

中
誠
太
市
長
が
記
者
会
見
を

開
き
、
４
月
の
市
長
選
挙
の

た
め
骨
格
予
算
と
し
て
編
成

さ
れ
て
い
た
23
年
度
当
初
予

算
に
、
新
規
事
業
等
の
予
算

の
肉
付
け
を
す
る
補
正
予
算

案
を
発
表
し
た
。

　

市
の
補
正
予
算
案
で
は
、

投
資
的
経
費
を
中
心
と
し
た

政
策
経
費
を
計
上
し
、
一
般

会
計
予
算
で
27
億
１
３
５
万

１
０
０
０
円
を
増
額
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
９
５
６
億

２
７
９
２
万
７
０
０
０
円（
対

前
年
度
比
６
・
３
％
増
）と
な

っ
た
。特
別
会
計
予
算
で
は
、

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

の
事
業
費
増
に
伴
う
３
億
５

８
２
０
万
円
の
増
額
な
ど
に

よ
り
、
補
正
後
の
予
算
総
額

は
７
０
０
億
９
７
２
２
万
７

０
０
０
円（
対
前
年
度
比
３
・

２
％
増
）。
市
予
算
総
額
は

１
８
５
５
億
２
９
７
８
万
１

０
０
０
円（
対
前
年
度
比
４
・

８
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

補
正
後
の
23
年
度
重
点
施

策
予
算
額
は
１
２
７
億
６
１

１
３
万
６
０
０
０
円
、
こ
の

う
ち
今
回
の
補
正
の
計
上
額

は
15
億
９
２
１
万
４
０
０
０

円
。
補
正
予
算
の
主
な
内
容

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
に

伴
う
緊
急
対
策
と
し
て
、
学

校
園（
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
）
施
設
の
耐
震
化
の
た

め
の
経
費（
２
億
３
８
６
４
万

３
０
０
０
円
）、被
災
し
た
本

市
市
民
及
び
他
の
市
町
村
等

の
被
災
地
並
び
に
被
災
地
か

ら
の
転
入
者
へ
の
見
舞
金
や

　

東
大
阪
に
毎
夜
賑
わ
っ
て

い
る
寿
司
屋
が
あ
る
。
近
鉄

弥
刀
駅
か
ら
徒
歩
７
分
の
弥

刀
銀
寿
司
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
客
さ
ん

と
冗
談
を
交
わ
し
な
が
ら

寿
司
を
握
る
小
池
宏
征
さ
ん

（
41
）は
「
若
！
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
大
阪
府
立
布
施
高

等
学
校
、
近
畿
大
学
を
卒
業

後
、
父
親
の
跡
を
継
い
だ
。

父
親
の
代
は
仕
出
し
だ
け
だ

っ
た
が
、
店
を
作
り
た
い
と

い
う
夢
を
実
現
し
た
。

　

夏
祭
り
の
中
心
的
人
物
で

あ
る
小
池
さ
ん
は
、
若
い
人

た
ち
か
ら
も
慕
わ
れ
、
店
は

老
若
男
女
で
賑
や
か
。
毎
日

の
よ
う
に
来
て
く
れ
る
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
、
居
酒
屋
風
の
料
理
も

用
意
し
て
い
る
。
銀
寿
司
は

ま
さ
に
地
域
の
憩
い
の
場
だ
。

　

弥
刀
銀
寿
司
は
東
大
阪
市

友
井
２

−

14

−

19
、
電
話

（
０
６
）６
７
２
１

−

７
７

５
１
。
定
休
日
は
水
曜
日
。

「お客さんあっての弥刀銀寿司です」と話す
小池宏征さん

地域の憩いの場

弥刀銀寿司

　

６
月
５
日
、
太
閣
園
（
大

阪
市
都
島
区
網
島
町
９
）
で

大
阪
府
立
布
施
高
等
学
校
同

窓
会
お
よ
び
懇
親
会
が
開
か

れ
、約
１
２
０
人
が
集
っ
た
。

宇
根
誠
一
会
長
（
64
）
は
「
来

年
は
創
立
70
周
年
の
大
切
な

節
目
で
す
。
母
校
の
発
展
の

た
め
ご
協
力
の
程
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
を
し
た
。

　

現
役
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

が
演
奏
し
、
懇
親
会
を
盛
り

上
げ
た
。
演
奏
後
の
抽
選
会

で
は
童
心
に
か
え
っ
て
皆
楽

し
ん
だ
。

　

最
後
は
、
校
歌
と
自
治
会

歌
を
歌
っ
て
お
開
き
と
な
っ

た
。

自治会歌を歌う参加者

布施高等学校の同窓会に120人が集う
創立70周年に向けて盛り上がる

「
元
気
を
つ
な
ぐ
ま
ち
、新
し
い
河
内
の
八
尾
」を
目
指
し
て

６
月
補
正
肉
付
け
予
算
を
発
表

物
資
に
よ
る
支
援
な
ど
を
行

う
た
め
に「
災
害
支
援
基
金
」

を
創
設
す
る
た
め
の
経
費

（
５
０
０
０
万
円
）、
被
災
者

で
市
内
に
避
難
し
た
人
で
、

一
ヵ
月
以
上
市
内
に
居
住
の

人
へ
の
当
座
の
生
活
費
に
充

て
て
も
ら
う
た
め
の
対
応
見

舞
金
支
給
の
た
め
の
経
費

（
５
０
０
万
円
）な
ど
を
予
定

し
て
い
る
ほ
か
、
今
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
第

５
次
総
合
計
画
の
政
策
実
現

の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
地

域
分
権
を
進
め
て
い
く
た
め

市
職
員
の「
地
域
担
当
制
」を

実
施
す
る
な
ど
の
地
域
分
権

推
進
の
た
め
の
経
費
（
37
万

８
０
０
０
円
）、
地
域
資
源
な

ど
の
八
尾
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
の
仕
組
み
や
手
法
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
計
画
策
定

の
た
め
の
経
費（
５
０
４
万
１

０
０
０
円
）、自
治
会
（
町
会
）

等
が
整
備
を
行
う
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
設
置
補
助
な
ど
地
域

が
取
り
組
む
自
主
的
な
防
犯

活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
経

費（
５
０
１
１
万
１
０
０
０
円
）

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
補
正
予
算
は
、

６
月
６
日
か
ら
始
ま
る
市
議

会
６
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ

る
。

予算を発表する田中誠太八尾市長


